
 

千葉県の経済動向（2026年 8月中） 

  株式会社ちばぎん総合研究所 

 
現在の景気：県内景気は、緩やかな持ち直し傾向が続いている。非製造業では、物価高による節約志向の影響
もみられるものの、観光や飲食などのサービス業を中心に回復が続いている。製造業の生産は横ばい圏内の
動きにあるほか、建設需要は総じて底堅く推移している。 

3 か月程度の見通し：非製造業は、物価高や人手不足の影響を受けつつもサービス業を中心に回復の動きが続
き、製造業は、生産活動の底堅い動きが続くとみられる。中東情勢の影響を受けた石油化学製品価格の高止
まりや値上げの広がりなどが懸念される一方、政府の官民投資戦略の効果などが期待される。 

個人消費： ①物価高による節約志向もみられるものの、底堅さを維持している。②7月の県内百貨店（存続店
ベース）の売上は、前年同月比3.7％増と2か月ぶりに前年を上回った。猛暑により衣料品や雑貨類などを中
心に夏物商材の動きが活発だったほか、高額品も好調だった。8月は、これらの堅調さが続く一方で天候不順
の影響もみられた。一部の店舗では、13日の記録的な大雨を受けて、臨時休業などの対応を行った。7月の
自動車登録台数は、前年同月比10.9％増と4か月連続で前年を上回った。一般乗用車（同15.2％増）、軽乗用
車（同1.1％増）いずれも増加した。 

住宅建築： ①持ち直し。②7月の新設住宅着工戸数（後方 3か月移動平均）は前年同月比 41.0％増加し、6か
月連続で前年を上回った。分譲（同 65.0％増）、貸家・給与住宅（同 43.2％増）、持家（同 8.8％増）いず
れも増加した。 

設備投資： ①高水準 ②国土交通省の「建設着工統計」（非居住用）によると、7月の工事床面積・工事費
予定額（年度累計）は、それぞれ前年同期比72.1％増、同61.1％増となった。ひまわりベンチャー育成基金
（調査研究部門：千葉経済センター）によるアンケート調査では、企業の投資マインドを示す増減企業割
合が、26年度は「横ばい」と回答する先が5割弱となる中で、「増加」（32.1％）との回答が「減少」
（24.2％）を上回った。 

公共工事： ①高水準。②7月の県内公共工事請負額（年度累計）は、前年に大幅増となった反動から前年同月
比25.5％減少した。県（同3.8％増）は増加したが、独立行政法人等（同52.7％減）、市町村（同34.6％減）、
国（同7.2％減）は減少した。 

輸出： ①増加。②7月の成田、千葉、木更津 3港合計通関輸出額は、前年同月比 29.1％増と 33か月連続で前
年を上回った。成田空港は医薬品（同 2.6倍）、半導体等製造装置（同 33.1％増）などが増加し、同 27.5％
増と 32か月連続で前年を上回った。千葉港は、石油製品（同 2.2倍）、半導体等製造装置（同 1.8倍）など
が増加し、同 60.7％増と 11か月連続で前年を上回った。木更津港は、自動車（同 21.6％増）、鉄鋼製品（同
11.8％増）などが増加し、同 7.9％増と 2か月連続で前年を上回った。 

生産活動： ①横ばい圏内。②6月の県鉱工業生産指数（季調値、2020年＝100.0）は、前月比 2.8％上昇し、
95.1となった。化学工業（同 3.5％低下）などは低下したが、生産用機械工業（同 32.4％上昇）、食料品工
業（同 2.5％上昇）などが上昇した。 

観光：①底堅い。②県内の観光・宿泊施設では、好調な入込が続いているが、天候不順の影響もみられた。恒
例の幕張ビーチ花火フェスタは、千葉開府 900年を記念して過去最多の約 2万 4,000発の花火が打ち上げら
れ、約 8 万 5,000 人の人出で賑わった（1 日）。一方、8 月 15 日・16 日に開催予定だった「千葉開府 900

年記念 第 51 回千葉の親子三代夏祭り」と「第 4 回千葉氏サミット」は、8 月 13 日に発生した大雨による
被害や安全確保の観点から開催が見送られた。  

雇用情勢： ①人手不足感が強い状態が続いている。②7 月の有効求人倍率（季調値）は、前月比 0.02 ポイン
ト改善した 0.99 倍となり、4 か月ぶりに前月を上回った。有効求職者数が減少する一方（同 0.2％減）、有
効求人数（同 1.8％増）が増加した。ひまわりベンチャー育成基金のアンケート調査における雇用実績 BSI

は、大幅な「不足」超が続いている。 

【トピックス】 

○ 千葉県は、夏の消費喚起策として支払金額の最大 10％がポイント還元されるキャッシュレス決済キャンペ
ーンを実施した（7 日～）。好評により、早期に還元上限額の 50 億円に達する見込みとなったことから、
当初予定（30日）の 3日前に終了した。 

○ 13 日から 14 日にかけて線状降水帯が相次いで発生し、県内各地で記録的な豪雨となった。千葉市中央区
では、24 時間降水量が 360 ミリを超え、観測史上最大となった。全国で初めて「レベル５大雨特別警報」
が発令され、警戒が呼びかけられたが、内水氾濫が多発したことなどにより、死者は 13名、住宅浸水は約
3,800棟、冠水した道路で動けなくなった放置車両が最大約 3,100台にのぼった（9月 3日現在）。 

○ 千葉県は航空宇宙分野などの成長産業の集積を後押しするため、144 億円規模の「地域未来基金」を創設
し、26年度の 9月補正予算案に基金積立金として計上した（21日） 

 
 調査実施時期：26 年 6 月～26 年 7 月。有効回答数 295 社。 

 


